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狩野 晃一＊
本学が所蔵する The Recuyell of the Historyes of Troye（『トロイ物語集
成』）はケルムスコット・プレス社から 1892 年に出版された印刷本である。
これは 19 世紀の著名なデザイナーであり詩人でもあったWilliam Morris
（ウィリアム・モリス（1834-1896））の希望で作られた 300 部限定の書物で
ある｡(1)
英語版『トロイ物語集成』について
この作品の原作はRaoul Leffèvre（ラウル・ルフェーヴル（15 世紀））に
よる Recoeil des Histoires de Troyes（1464）である。英語版は、イギリス
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(１） 本書は紙に印刷されたものであるが、この他にヴェラム（皮）に印刷されたも
のも 5部存在する。
に活版印刷術をもたらした
William Caxton（ウィリアム・キャ
クストン（1415/22-1492））がフラ
ンス語原典から翻訳し、1473-75
年の間にブルージュまたはヘント
で印刷したものである。英語で最
初に印刷された書物である。ちな
みにこの書物をキャクストンはブ
ルゴーニュ公の妻であるマーガ
レット公爵夫人に献呈している
（図１を参照）。本学所蔵本はモリ
スによるキャクストン版の復刻で
あり、したがって本文には中世後
期に用いられた英語、いわゆる
Late Middle English（後期中英
語：約 1350-1500 年ごろの英語）
が用いられている。
タイトルにある“Recuyell”は
フランス語由来の語（現代フラン
ス語では recoeill）で「コレクション」という意味を持ち、キャクストンに
よって初めて英語として用いられた。また “Historyes” という語はここ
では厳密には「歴史」の意味で使われておらず、むしろ「物語」とか「伝
説」とかいった意味でも用いられていて、より娯楽性の高い意味を含んで
いると考えて良いだろう。さらに“Historyes of Troye”が示すように、本
書はヨーロッパ文学の主要なテーマの一つであるトロイにまつわる物語を
扱っている。ホメロスの叙事詩『イリアス』『オデュッセイア』を源泉とす
るいわゆる「トロイ物」は中世ヨーロッパにおいて非常に人気が高かった。
その人気の理由の一つには、ローマという統一体を失ったそれぞれの「国
家」が各々の出自に関するアイデンティティをこのトロイから流れ出た高
貴な血統に求めたことによる。イタリアのダンテ然り、イングランドの
Sir Gawain and the Green Knight（『ガウェイン卿と緑の騎士』）然りであ
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図１
ブルゴーニュ公爵夫人マーガレットに『トロイ物
語 集 成』を 献 呈 す る キ ャ ク ス ト ン。
（Huntington Library, RB 62222）
る。とりわけ本書にあるトロイとヘラクレスの伝説は、ブルゴーニュ家の
伝説上の起源において大切な位置を占めている。キャクストンは
庇護と支援
パ ト ロ ネ ー ジ
を求めて本書をブルゴーニュ家に嫁いだマーガレットに献呈した。
モリスによる本書の出版について(2)
モリスの印刷工房で何を印刷すべきかとの根本的な問いには次の簡潔な
回答があった。それは「キャクストンの印刷した書物」であった。モリス
が最も好んだジャンルは中世文学であり、それをキャクストンの書物が代
表していたのである。ここにケルムスコット・プレスの存在意義
レゾンデートル
があると
言っても過言ではない。『トロイ物語集成』が古書籍商のバーナード・クオ
リッチから売り出された時のカタログに付された注記にはモリスの本作品
に対する愛着と中世の作品を印刷しようという情熱に溢れることばが記さ
れている。「中世末に書かれたもので、古典神話を扱っているが、そこには
『ルネサンス』の到来を告げるものは何もなく、全く中世的である。［中略］
読むに値することは間違いない。たとえまぎれもない中世主義の一作品に
過ぎないとしても。」
本書の編集を担当したのは、モリスの次女May（メイ（1862-1938））の
夫 Henry Halliday Sparling（ヘンリー・ハリデイ・スパーリング
（1860-1924））である。彼は初期のケルムスコット・プレスの業務に大いに
責任を負っていた。本書の他には The History of Reynard the Foxe（『狐の
ルナール』）と The History of Godefrey of Boloyne and of the Conquest of
Iherusalem（『ゴドフロワ・ド・ブイヨンとエルサレム征服の物語』）の編
集・校正刷りを行なった。モリスは、原綴り字についてはかなり忠実に従
う傾向があったが、文章上の変更に関してはだいぶ大胆であった。例えば
句読点を変更し、テクストのある部分がおかしいと思えば勝手に校訂する
などした。キャクストンのテクストについても改められるべきは改めると
いう方針であった。
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(２） モリスのケルムスコット・プレスに関する解説はウィリアム・S・ピータース
ン著（湊典子訳）『ケルムスコット・プレス ウィリアム・モリスの印刷工房』
（1994 年、平凡社）に詳しい。
本文にはTroy Type「トロイ体」と呼ばれる活字体が、また目次と語彙
の解説には Chaucer Type「チョーサー体」という字体が初めて用いられ
た。トロイ体とはモリスがデザインしたケルムスコット・プレス用の活字
体で、Great Primer（グレイト・プライマー：活字の大きさを示す用語で
18ポイント相当の大きさ）のゴシック体のことをいう。この『トロイ物語
集成』に用いられたことから
ついた名である｡(3) 印刷は
フ ラ ワ ー（２）紙（287 ×
205mm）が用いられ、二色刷
り、モリスのデザインによる
美しい縁飾り（5a 番、5 番、
8番）が見られ、非常に手の
込んだ木版題扉（C. E. キー
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図２ 『トロイ物語集成』タイトルページ
(３） ちなみにチョーサー体はトロイ体を小さくした活字体で、The Works of
Geoffrey Chaucer（『チョーサー作品集』）に用いられている。
図３ 本学所蔵本の背表紙
ツによる彫板）がついている（図２を参照）。薄ヴェラムで装丁されており
（図３を参照）、絹の綴じ紐がついている。奥付によると印刷は 1892 年 10
月 14日、発売はバーナード・クオリッチ社から 1892 年 11月 24日であっ
たことがわかる。
本書の来歴について
本書の所有者は表紙裏の蔵書票から少なくとも Carl Edelheim（図４）
とWilliam Targ（図５）の二人であったことが明らかである。前者のCarl
Edelheim は著名な蒐集家の Alfred Edward Newton の義父（娘 Babette
Edelheim と 1890 年に結婚）にあたり、自身もまた相当な蒐集家であった。
没後のオークションカタログ Catalogue of the Valuable Library and Art
Collection of the late Carl Edelheimからは、1900 年 3月にニューヨークの
American Art Galleries で開かれたオークションに本学所蔵本が出品され
ていたことがうかがえる。本書にある蔵書票にはモットー “Sic itur ad
Astra（かくて天／星へ至る）”、Carl Edelheim のサインおよび蔵書番号
1353 が見られる。後者のWilliam Targ についての詳細は不明であるが、
アメリカの出版編集者の William Targ と同一人物である可能性が高
い｡(4) 本学の所蔵となる 2018 年までの詳細は不明だが、出版から百数十
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図４ Carl Edelheimの蔵書票 図５ William Targ の蔵書票
年の間には数々の手に渡りながらも本書の価値を知る者により大切に扱わ
れてきたことは、本書の良好な保存状態が語る所である。
結びにかえて
ハリデイ編、モリス出版の『トロイ物語集成』は様々な観点から興味深
い書物といえる。第一に底本としたキャクストン版との詳細な比較研究は
時代的・文化的理解の差異を明らかにしてくれるだろう。また巻末に付さ
れた語彙集（“ATable of Some StrangeWords”, pp. 715-17）は一見すると
さほど重要には思われないが、本書を読むにあたり 19 世紀末の人々にとっ
てどのような語が普段使いではなく理解が難しいものであったかを示して
くれる貴重な資料となる。あるいは、原典からいかに翻訳されたかという
受容の問題も提起が可能である。
ケルムスコット・プレスで最初期に出版されたこの貴重な書籍が明治大
学図書館に収蔵されていることは非常に喜ばしいことであり、本書が図書
館の宝となることは間違いない。本書が広く中世西洋文学そしてキャクス
トンやケルムスコット・プレスをはじめとする印刷関連の研究者に資する
ことを願う｡(5)
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(４） 来歴、所有者等については丸善雄松堂の田中英之氏と岩知道敦氏に多くご教
示いただいた。ここに感謝申し上げる。
(５）参考のために 2020 年１月現在の本学所蔵ケルムスコット・プレス印刷本を以
下に記しておく。
Gothic Architecture: a lecture for the Arts and Crafts Exhibition Society (1893)
The water of the wondrous isles (1897)
Sire Degrevaunt (1896)
Of the friendship of Amis and Amile (1894)
Poems by the Way (1891)
The Sundering Flood (1898)
The well at the worldʼs end (1896)
Syr Ysambrace (1897)
The shepheardes calender: conteyning twelve æglogues, proportionable to the
twelve monethes (1896)
The tale of the Emperor Coustans and of Over sea (1894)
